
1　事業の概要

①　成果目標（H26)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

○児童生徒にとって安全安心な教育環境の整備を図るため、特別支援学校の耐震化率をH26年度末で100％にする。

Ｈ26 H27
目標

H25末
（実績） 目標 成果 達成状況

ー

完成

0 14,070

合計 444,073 485,818

ー ー ３教室

100% 100% 達成

ーー ー ー

ー ー

229,210

知的障害児童生徒数増加や校舎老朽化などの喫緊の課題に対応するため、長野ろう学校の校舎改築を行い、様々なニーズに対応可能
か専門性の高い教育環境の整備を図る。

○建物の老朽化が著しく、また耐震強度不足である。
○長野地区における知的障害のある児童生徒の増加
○聴覚障害のある生徒の進路の多様化

成果目標の達成状況

項目

特別支援学校耐震
化率

長野ろう学校プー
ル・グラウンドの建設

Ｈ28の須高地区への高
等部分教室の設置

事業番号 14 04 18 事業改善シート （26年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 長野地区特別支援学校再編整備事業費 担
当
課

部局 教育委員会事務局

　　４　安全・安心・信頼の学校づくり 実施期間 H20 ～

県が関与
する理由

県でなければ実施不可（その他）
【左記の説明、根拠法令等】

学校教育法第74条
学校教育法施行規則第１条

課・室 特別支援教育課

総合５か年
計画

プロジェクト  E-mail tokubetsu-shien@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
7-1 子ども一人ひとりの個性や能力を伸ばす学校教育の充実

目指す姿

現状
（予算編成

時）

県民との協働による実施： 実施は困難

須高地区特別支援学校高等部設置 直接
成果目標・
事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H26事業実績
H26 H27

（当初） （決算） （当初）

長野ろう学校校舎改築 直接
・寄宿舎棟、食堂棟工事の発注（H25-H26債務設定）
・既存寄宿舎等、食堂棟の解体

444,073 485,818 215,140

・須高地区への特別支援学校高等部分教室設置 0

162,904 444,073 229,210

7,767

合計（A) 1,599,989 236,977
ー

26年度 27年度

36,970 42,555

当初予算 1,249,895

補正予算 8,817

区　　分（単位：千円） 24年度 25年度

Aの
財源

199,874 495,445

概　算
人件費

0.20 0.20 0.20 0.20

1,652

1,205,342 157,319 485,818

1,652

0 0 0 0

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施
今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

・児童生徒にとって安全安心な教育環境の整備を図るため、プール・グラウンドの完成により、長野ろう学校改築事業を完了する。
・旧須坂商業高校の校舎を利用して、須高地区における特別支援学校高等部分教室（長野養護学校高等部分教室）を設置する。

目標に対
する成果
の状況

・長野ろう学校寄宿舎２棟の改築により特別支援学校の耐震化率100％を実現した。
・平成27年度までの債務負担行為設定をし、長野ろう学校プール・グランド改築工事の契約を締結した。

 概算事業費（B（A）+C） 1,206,994 158,971 487,470 238,629

1,652 1,652

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

予
算
額

前年度繰越 350,094

482,464 6,255 72,638

734,000 116,000 31,000 147,000

383,525 77,619 391,807 89,977
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